１．実験目的
今回の実験の目的は，直流電流によって生じる磁界の性質を理解することである．特に電流から離れると距離に反比例して弱くなることを調べる.電流の向きを変えると磁界の向きが変わることに注意する．さらに地磁気の水平成分の大きさを方位磁針の振れ角を測定して求める．測定値と大分市付近の基準値と比較して，違いがあれば理由を考える． 
２．理論式
別紙の「直流電流による磁界」のプリントに記す．
　
３．内容と方法の説明
実験１
1)エナメル線と磁針の距離ｒを５[cm]にする．
2)電源の出力を調整し，電流Iを2[A]とする．この時の磁針の振れの角をθと読む．
3)電力出力の＋，－の接続を変え,電流の向きを逆転させて，θを読む．
4)Iを２[A]に保ち,距離を2[cm]ずつ増加させていき, 2)，3)の測定を繰り返す．
実験２　
1)ｒを10[cm]に保ち,電流Iを0.5[A]から0.5[A]ずつ増加させながら2)，3)の測定を繰り返す．
４．測定結果
別紙の「直流電流による磁界」のプリントに記す．
５．誤差計算
別紙の「直流電流による磁界」のプリントに記す．
６．グラフ
実験１
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との関係は比例の関係を示している．
実験２
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tanθと電流
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のグラフは右上にほぼ直線的に伸びており，比例の関係を示している．
７．課題
(1)
地球の双極子磁場は100年で５%の割合で減少している．2000年の時点で大分高専における地磁気の水平分力は25．480[A/m]である．今は2000年から約10年経っているので水平分力は約0.5％減少していると考えられる．また，実験を鉄筋コンクリート製の校舎で行ったことも原因の一つと考えられる．なぜなら，帯電した金属胴体の内部,導体中に存在する空洞内部には電界が存在しない現象(静電遮蔽)があるので，それが影響して校舎内の地磁気が弱まったのではないかと考えられる．地球の双極子磁場の減少による影響より、静電遮蔽による影響の方が顕著である．
(2)
　計器には磁石が使用されていたり，磁気を帯びているものがあるので計器を磁針から離さないといけない．さらに計器の内部を電流が流れ，また内部的に磁界を発生するので，これを磁針に近づけると，それによって直線電流の磁界以外の影響を受け，正しい測定値を得られない.また，携帯電話の電源を切らなければならない．理由は計器の時と同じである．エナメル線も磁気を持っているため近づけてはいけない．
(3)
着信音や通話のスピーカー・レシーバーやマナーモードのときの振動を発生されるモーターなどに使われている．
(4) 
　地球のコアには電流が流れている．その電流が原因で地球上には磁気や磁場が発生する．地磁気とはこの磁場や磁気のことである．
地磁気の成分は水平分力の他に，全磁力・鉛直成分・北成分・東成分・偏角・伏角などがある．
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F：全磁力(nT)
D：偏角(°)
I：伏角(°)
H：水平分力(nT)

Z：鉛直分力(nT)
X：北成分(nT)
Y：東成分(nT)

図１　地磁気の成分
(5)
　精密電子機器などは磁気の影響で誤動作することがある．それを防ぐために磁気を通さないように遮蔽（シールド）することを磁気シールドという．実用的な方法としては高透磁率材料と高導電度材料を使用して必要な空間を囲むなどがある．
出典
磁気シールド
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9B%BB%E7%A3%81%E3%82%B7%E3%83%BC%E3%83%AB%E3%83%89
静電シールド
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9D%99%E9%9B%BB%E3%82%B7%E3%83%BC%E3%83%AB%E3%83%89
８．考察
今回の実験の目的は，直線電流によって生じる磁界の性質を理解し，特に電流から離れると距離に反比例して弱くなること調べることであった．大分市付近の基準値は25.480[A/m]である．結果は（1.212±0.026）×10であった．
この数値と基準値を比べると差が大きいと考えられる．測定した平均値と基準値がこんなに違う原因は実験を鉄筋コンクリート製の校舎で行ったことが大きく影響したと考えられる．なぜなら，帯電した金属胴体の内部,導体中に存在する空洞内部には電界が存在しない現象(静電遮蔽)があるので，それが影響して校舎内の地磁気が弱まったのではないかと考えられる．また，携帯などが発している電波も影響していると考えられる．
σHの値に一番影響する測定は角度の測定であると考えられる．なぜなら，H0の式は
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である．tanθは90°に近づくほど誤差が大きくなる．この実験では方位磁石の目盛は目測なので誤差を与えてしまうと考えられる．よってσHの値に一番影響する測定は角度の測定と考えられる．
９．感想

　今回は，直線電流による磁界について実験であった．実験で気を付けたことはエナメル線の高さ，電流の大きさ，エナメル線が白紙上の直線の真上にくるようにすることである．測定はスムーズに行うことが出来た．

　この実験は，まず白紙上に直線を引き，方位磁針の0～180°方向が直線に一致するように白紙にセロハンテープで固定し，磁針のN 極が0°，S 極が180°をさすように白紙を机に固定する．次にエナメル線の両端を約1.5 ｍずつ残し，木の棒の両端にある釘に巻きつけてぴんと張る．この時，棒の両端をスタンドで支え，エナメル線が白紙上の直線と平行で，中央の真下に磁針がくるように置く．そして計器を磁針からなるべく遠くに置くように配線する．これで装置の完成である．このような簡単に設計できる装置で地球の地磁気の水平分力が計測出来て凄いと思った．　
　この方法は,誤差が出やすいと考えられる．なぜなら，帯電した金属胴体の内部,導体中に存在する空洞内部には電界が存在しない現象(静電遮蔽)の影響を大きく受けるからだ．誤差を小さくするには，静電遮蔽の発生しない場所で測定するとよいと考えられる．
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